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子犬期から生涯を通じて
肥満にならず体重を維持
した犬の寿命は長い。

HOT TOPIC
健康的な体重のメリット

ペットの健康的な体重を維持するメリットは
さまざまですが、多数のペットオーナーは、
健康的な体重とはどのようなもので、どのよ
うなメリットがあるのかを理解していません。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 健康的な体重を維持すると、ペットにど
のようなメリットがありますか？

健康的な体重を維持しているペットはより寿命が長く、よ
り健康な生活が送れるという研究結果があります。必須
栄養素を不足させることなくカロリー摂取量を制限する
と、動物種を問わず老化が遅くなり、寿命が延びます1。
カロリー摂取量を制限すると、がんや複数の高齢期疾患
をはじめとするさまざまな疾患の発生率に影響を及ぼし、
ペットの寿命が延びます2-4。

ピュリナの研究では、48頭のラブラドールレトリバーの生
涯を追跡しました。研究の結果、子犬期から生涯を通じ
て適正体重を維持すると、犬の寿命が1.8年延び、変形
性関節症などの加齢に関連する慢性疾患の発症が有意に
遅れることが明らかになりました2-4。
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身体の状態
ボディコンディションシステム

犬7 猫8-9

低体重 1-3 1-4

理想体重 4-5 5

過体重 6-7 6-7

肥満 8 8

病的肥満 9 9

上から観察したときに
砂時計の形をしている

肋骨が容易に触知できる

側方から観察したときに
腹部が吊り上がっている

側方から観察したときに腹部の
脂肪沈着がごくわずかである

肋骨が容易に触知できる

上から観察したときに
砂時計の形をしている

ボディコンディションを評価する際のヒント

RG/CRCR/JP

ペットが健康的な体重かどうかは、どのよう
に知ることが出来ますか？

ペットの年齢は体重に影響しますか？

避妊・去勢手術はペットが過体重になるリス
クがありますか？

体重の他に、ボディコンディションシステムも、品種や体重に関
係なく体脂肪量や健康状態を推定するのに実用的な方法です5。
目視による評価と胸郭の触診は、体組成や体重に関する問題を
評価する簡単な方法です6。ピュリナが開発し、妥当性が確認さ
れた犬7猫8用のピュリナ9段階ボディコンディションシステムは、
ペットの健康的な体重の達成や維持についての話合いをペット
オーナーと始める際の有効なツールとなります。

年齢はペットのエネルギー（カロリー）要求に影響を与える重
要な因子です12。成長期には活動性が高く、発育の途中であ
るため、犬や猫が過体重になる可能性は低いです6,13。成犬、
成猫では代謝および活動性が低下し、消費するよりも多くの
カロリーを摂取するおそれがあるため、体重増加が多く認め
られます。活動性の低い成犬や成猫のペットオーナーは、健
康的な体重を維持するために、ペットのカロリー摂取量を減
らすことを検討する必要があるかもしれません。

動きが緩慢になり始める高齢犬でも、活動量の減少に起因す
る体重増加が問題になります。一方で、12歳以上の猫では著
しい体重減少が起きやすくなります14。このため、ペットのライ
フステージごとに健康的な体重を決定する方法を理解するこ
とが、健康の維持や長生きに重要となります。

犬と猫のいずれでも、去勢や避妊により、性ホルモンが望まし
い形で減少します。一方で、代謝や行動に変化が生じる可能性
があります。去勢や避妊によって生じると考えられる望ましくな
い副作用は、食欲増進、活動性の低下、エネルギー消費量の
減少です10,11。これらの変化により、カロリー摂取量を適切に調
節しなければ、ペットが過体重になるリスクは増大します。ただ
し、一般的に、去勢や避妊がペットの健康や行動に与えるメリッ
トは、想定される体重増加のリスクを上回ります。
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